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中
央
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議

会
（
以
下
、
区
推
進
協
）
が
、
平
成
二

十
二
年
七
月
一
日
、
中
央
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
十
一
階
大
会
議
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

委
員
の
改
選
に
伴
い
、
新
し
い
委
員

の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
役

員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
委
員
長
に
武
井
雅
光
氏
、
副
委

員
長
に
樽
見
歳
子
氏
が
互
選
に
よ
り
選

出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

市
地
域
福
祉
課
よ
り
、
区
地
域
福
祉

計
画
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
計
画
推

進
に
向
け
て
実
践
さ
れ
て
い
る
項
目
、

②
計
画
に
合
致
し
て
い
な
い
が
、
関
連

し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
項
目
、
③
実
践

事
例
の
情
報
提
供
が
無
い
・
ま
た
は
未

実
施
の
項
目
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

続
い
て
、
区
高
齢
障
害
支
援
課
よ
り

（
仮
称
）
第
二
期
中
央
区
地
域
福
祉
計

画
素
案
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
度
の
第
四
回
区
推
進
協
に
お

い
て
「
計
画
の
構
成
案
」
は
、
承
認
さ

れ
、
そ
の
構
成
に
沿
っ
て
、
事
務
局
で

計
画
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
概

要
と
素
案
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。 

（
仮
称
）
第
二
期
中
央
区
地
域
福
祉
計

画
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の 

 

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
三
日
、
中

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
十
一
階
大
会
議

室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

区
社
協
事
務
所
よ
り
、
区
地
域
福
祉 

計
画
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
区
地
域

福
祉
計
画
の
推
進
状
況
の
把
握
に
関
す

る
情
報
提
供
、
②
区
地
域
福
祉
計
画
の

推
進
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。 続

い
て
、
区
高
齢
障
害
支
援
課
よ

り
、（
仮
称
）
第
二
期
中
央
区
地
域
福
祉

計
画
素
案
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
前
回
の
会
議
で
検
討

で
き
な
か
っ
た
基
本
方
針
ご
と
の
具
体

的
な
取
組
項
目
に
つ
い
て
の
意
見
を
委

員
の
皆
様
か
ら
寄
せ
て
頂
き
、
資
料
に

載
っ
て
い
る
意
見
の
他
に
も
当
日
委
員

の
皆
様
全
員
（
出
席
者
）
か
ら
意
見
を

頂
き
ま
し
た
。
次
回
の
会
議
ま
で
に
、

本
日
の
意
見
を
踏
ま
え
て
素
案
を
修
正

し
て
、
計
画
案
を
作
成
し
、
再
度
委
員

の
方
へ
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

最
後
に
、（
仮
称
）
第
二
期
中
央
区

地
域
福
祉
計
画
の
市
民
説
明
会
の
開
催

日
程
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま

し
た
。 

平
成
二
十
二
年
度
第
一
回
中
央
区 

 
 

地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 

 

第
二
回
中
央
区 

 
 

地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 



 

平
成
二
十
二
年
十
月
四
日
、
中
央
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
十
一
階
大
会
議
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

区
社
協
事
務
所
よ
り
、
区
地
域
福
祉

計
画
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
計
画
推

進
に
向
け
て
実
践
さ
れ
て
い
る
項
目
、

②
計
画
に
合
致
し
て
い
な
い
が
、
関
連

し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
項
目
、
③
実
践

事
例
の
情
報
提
供
が
無
い
・
ま
た
は
未

実
施
の
項
目
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

中
央
区
計
画
の
取
組
状
況
の
全
体

傾
向
を
把
握
し
て
頂
く
意
味
に
お
い
て

は
、
何
が
取
り
組
ま
れ
て
い
て
、
何
が

取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
ひ
と

つ
の
指
標
に
な
る
と
こ
と
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
区
高
齢
障
害
支
援
課
よ
り

（
仮
称
）
第
二
期
中
央
区
地
域
福
祉
計

画
案
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
前
回
の
推
進
協
の
委
員

の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
基
本
方
針
ご

と
の
具
体
的
な
取
組
項
目
に
関
す
る
意

見
等
に
対
す
る
事
務
局
の
考
え
方
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
の
会
議
を
基
に
計
画
案
を
完

成
さ
せ
、
市
民
説
明
会
に
臨
む
こ
と
と

な
り
ま
す
。 

 ～ 

活
動
行
事
予
定
コ
ー
ナ
ー
～ 

 

◎ 

社
協
西
千
葉
地
区
部
会 

・
ふ
れ
あ
い
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ぴ 

 

ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ク
ラ
ブ
」 

 

原
則
毎
月
第
二
火
曜
日 

 
 

（
会
場 

西
登
戸
自
治
会
館
） 

・
よ
い
子
の
広
場 

 
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
八 

 

日
、
三
月
二
十
五
日 

 
 

（
会
場 
登
戸
一
丁
目
自
治
会
館
） 

 

◎ 

社
協
川
戸
地
区
部
会 

・
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

「
ひ
ま
わ
り
会
」 

 

十
二
月
七
日
、
平
成
二
十
三
年 

 

一
月
十
一
日
、
二
月
八
日
、
三 

 

 

月
八
日 

 
 
 
 

（
会
場 

川
戸
公
民
館
） 

・
ふ
れ
あ
い
子
育
て
サ
ロ
ン 

「
も
ー
も
ー
ク
ラ
ブ
」 

 

十
二
月
十
七
日
、
平
成
二
十
三 

 

年
二
月
十
八
日
、
三
月
十
八
日 

 
 

（
会
場 

川
戸
公
民
館
他
） 

・
介
護
教
室 

 

二
月
予
定 

 
 
 

（
会
場 

川
戸
公
民
館
） 

 

◎ 

社
協
星
久
喜
地
区
部
会 

・
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

十
二
月
六
日
、
平
成
二
十
三
年 

 
 

三
月 

 

（
会
場 

星
久
喜
公
民
館
） 

 

平
成
二
十
三
年
二
月 

（
会
場 

矢
作
台
中
央
自
治
館
） 

 

・
ふ
れ
あ
い
子
育
て
サ
ロ
ン 

「
ト
ン
ト
ン
ル
ー
ム
」 

 

十
二
月
一
日
、
平
成
二
十
三
年 

 

一
月
十
二
日
、
二
月
二
日
、
三 

 

月
二
日 

 
 
 

（
会
場 

星
久
喜
公
民
館
） 

 

◎ 

社
協
白
旗
台
地
区
部
会 

・
ふ
れ
あ
い
子
育
て
サ
ロ
ン 

 

原
則
毎
月
第
一
・
三
月
曜
日 

（
祭
日
休
） 

 
 
 
 

（
会
場 

宮
崎
公
民
館
） 

 
原
則
毎
月
第
二
・
四
月
曜
日 

（
祭
日
休
） 

（
会
場 
白
旗
商
店
街
マ
ッ
シ

ュ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
） 

  

◎ 

社
協
東
千
葉
地
区
部
会 

・
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

「
う
た
ご
え
喫
茶
」 

十
二
月
二
十
日
、
平
成
二
十
三 

年
二
月
二
十
一
日 

「
名
画
喫
茶
」 

 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
七
日
、 

 
 

三
月
二
十
一
日 

 

「
菜
の
花
サ
ロ
ン
」 

平
成
二
十
三
年
一
月
十
二
日
、 

二
月
二
日 

 

・
ふ
れ
あ
い
子
育
て
サ
ロ
ン 

「
に
こ
に
こ
広
場
」 

 

十
二
月
二
十
日
、
平
成
二
十
三 

 

年
一
月
二
十
四
日
、
二
月
二
十 

 

八
日
、
三
月
二
十
八
日 

 

（
会
場 

東
千
葉
住
宅
地
集
会
所
他
） 

 

※
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

千
葉
市
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

中
央
区
事
務
所 

 
 
 

℡
（
二
二
一
）
二
一
七
七 

 

問
い
合
わ
せ
時
間
等 

月
～
金
曜
日
の
八
時
三
十
分
か
ら

一
七
時
三
十
分
ま
で 

第
三
回
中
央
区 

 
 

地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 



  

中央区地域福祉計画の活動紹介の掲載は、今

号では、千葉市社会福祉協議会白旗台地区部会、

寒川地区部会の取組状況を紹介します。 

 

「すべての子どもを地域で育てる」 

 

白旗台地区部会では、平成２０・２１年度に市の地

域福祉モデル事業として、中央区福祉計画の中の「す

べての子どもを地域で育てる」を取上げ、実行委員会

を設け取り組みました。 

部会内の３小学校区毎に、学区の事情に合わせ、『通

学路の点検』『子ども１１０番の家の確認、拡充』子ど

もたちの『１１０番の家を訪問と挨拶』を行い、各校

の体育館に舞台を設け、中央署生活安全課、県警少年

センターと１１０番の家の方々にもご協力いただき、 

『１１０番の家への駆け込み訓練』も実施しました。   

 この訓練では、１１０番の家の方々も、子どもたち

から出会った不審者の様子の聞き取りや、警察との電

話のやり取りを真剣に演じて下さいました。 

 ２１年後半からは、子どもたちが地域の皆様と積極

的に挨拶を交わすことで、いつでも、どこでも安心、

安全に過ごせるように『あいさつ運動』を進めていま

す。地域内に「あいさつしよう」の旗を設置し、町内

会を通して住民の皆様にも協力依頼をしています。モ

デル事業終了後も、この活動は、部会の事業として継

続していきます。年に何回かの「あいさつ週間」や「あ

いさつロード」等も考慮中です。 

市地域福祉モデル事業 

「あんしんカード登録書」 

 

「あんしんカード登録書」は、１０３地区民生委員

と各町内が協力し合い、災害発生時に要援護者を地域

住民みんなで協力して支えあい、助けあうことを目的

としてスタートしました。「カード」には本人の名前・

生年月日・血液型・子ども、親類の連絡先・掛かり付

け医院名及び病名・服用薬など個人情報を記入するよ

うになっています。そのため個人情報にこだわる方に

は無理に登録を勧めなかったことが、初期登録者５４

６名が今では６００名以上の実績につながったのでは

ないでしょうか。実際にこのカードが有効に利用され

た事例があります。ある家のご主人が倒れました。奥   

さんはご主人と一緒に救急車で病院へ。留守を頼まれ 

                                          

た民生委員

は奥さんか

らの伝言で

「カード」か

ら子どもの

電話番号を

探し出し、緊

急事態を連

絡しました。

奥さんと子

どもはその

後無事に病

院で合流す

ることが出

来たのです。今もこの「カード」は、民生委員や町会

長の変更或いは登録者の住環境の変化の都度、更新し

継続しています。そして、地域や民生委員の生きた貴

重なファイルにもなっています。  

  

社協白旗台地区部会 

社協寒川地区部会 



 
 

 

   

 
 
 
 
 
 

         中央区地域福祉計画推進協議会 委員名簿 ※敬称略・50音順 

No 氏名 所属団体等 No 氏名 所属団体等 

1 板 倉 清 隆 中央区老人クラブ連合会 15 佐 藤 博 公募 

2 市 川 明 公募 16 白 井 進 千葉市社会福祉協議会末広地区部会 

3 市 角 明 中央区町内自治会連絡協議会 17 菅 原 陽 子 千葉市社会福祉協議会星久喜地区部会  

4 伊 藤 雅 子 中央区民生委員児童委員協議会 18 鈴 木 甫 千葉市社会福祉協議会中央地区部会 

5 植草志津江 公募 19 武 井 雅 光 中央区町内自治会連絡協議会 

6 大賀きぬ代 ＮＰＯ法人「アワーズ」 20 樽 見 歳 子 千葉市社会福祉協議会東千葉地区部会  

7 大 手 和 夫 千葉市社会福祉協議会蘇我地区部会 21 西 陽 子 あんしんケアセンターうらら 

8 大野美恵子 千葉市社会福祉協議会松波地区部会 22 長谷部泰三 千葉市社会福祉協議会寒川地区部会 

9 小 中 秀 麿 千葉市社会福祉協議会都地区部会 23 花 沢 順 中央区町内自治会連絡協議会 

10 才 木 浩 子 公募 24 林 克 忠 千葉市社会福祉協議会松ヶ丘地区部会  

11 齋 藤 達 公募 25 細 井 英 正 中央区民生委員児童委員協議会 

12 相 樂 弘 子 千葉市社会福祉協議会白旗台地区部会  26 矢 部 英 一 ファミリー・サポート・センター会員  

13 佐々 木美智子 千葉市社会福祉協議会西千葉地区部会  27 山 澤 町 子 中央区民生委員児童委員協議会 

14 笹 本 宗 和 千葉市社会福祉協議会新宿地区部会 28 渡 辺 輝 次 千葉市社会福祉協議会川戸地区部会 

 地域福祉計画推進協議会だよりは、町内自治会を通じて回覧します。 
 町内自治会に加入されていない集合住宅等については、お申し出いただければ管理組合代表
者等へ郵送いたします。（各戸への配布はいたしません。） 
 また、保健福祉センター、区役所、公民館、市民センター等でも閲覧できます。  
 ご希望の際は、下記までご連絡下さい。 
 【問い合わせ】 
中央区地域福祉計画推進協議会事務局 
電話：０４３－２２１－２１８４            

 

 

         お寄せください  

中央区地域福祉計画推進協議会では、 情報の発信を目
的として、地域福祉計画の実践例やイベントの情報を募集
しています。 
皆さんの地区での取り組みについて、ぜひ情報をお寄せ

下さい。 
推進協だよりに掲載させて頂くこともあります。 
事務局へお気軽にご連絡下さい。       

 



 


